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26 養育費確保支援【新規】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。

事
業
概
要

内容

養育費は、子どもが自立するまでの生活に必要な費用であり、両親が離婚後
に子どもの健やかな成長を支える重要な役割を担っています。子どもの生活水
準保障の観点から支払いは義務とされていますが、支払いが滞るなど費用の受
取りが困難となるケースが発生しており、こうした家庭が継続して養育費を受
け取ることができるよう支援が必要です。

令和５年度は、離婚時に養育費の取決めをしたひとり親に対し、公正証書作
成手数料、裁判外紛争解決手続（ＡＤＲ）の利用申込料等を助成（補助率：10
／10、補助限度額：５万円）します。また、保証会社と養育費保証契約を締結
したひとり親に対し、保証契約締結費用を助成（補助率：10／10、補助限度
額：５万円）します。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

1,018,000円 40,000円 3.9%

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）助成実績
　

（２）事業周知
　　①区ホームページに掲載
　　②普及啓発用チラシを作成し、区内各公証役場や総合窓口課、男女共同参画セン
    ターＭＩＷ等に掲示・配布
※助成件数が想定を下回ったため、執行率が低くなりました。

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

区ホームページやチラシの配布等により制度の周知を図っていますが、区民の認知度
が上がらず、利用実績を向上させることが課題となっています。

令和６年度は、ＳＮＳの活用等による周知のほか、関係機関等と連携を強化し、さら
なる制度周知に努めます。

令和７年度は、引き続き助成を継続するほか、民法改正に伴う共同親権制度の導入等
によるひとり親家庭を取り巻く環境の変化を見据え、対象者にとって利用しやすい制度
となるよう検討していきます。

所管課 保健福祉部　生活支援課 決算参考書 170頁 R5予算の概要

利用者数 ２人

助成額 40,000円

利用者数 ０人

助成額 ー

公正証書作成等費用助成

保証契約締結費用助成
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27 ひきこもり対策【拡充】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。
（関連する主な分野別計画：千代田区地域福祉計画2022）

事
業
概
要

内容

区は、令和４年３月から、「ひきこもりに関する総合的な受付窓口」を設置
するなど支援体制の整備を進めており、具体的な取組みとして、専門的な支援
を必要とする当事者やその家族に対して、カウンセリングや家族向け講座等を
実施しています。令和５年度は、レクリエーション活動等を通じて当事者同士
が交流できる居場所の提供のほか、社会参加に向けた支援を実施します。ま
た、ポスター作成等広報を強化し事業の周知を進めるほか、若年層の当事者に
関する相談が比較的多いことから、引き続き利用者のニーズを踏まえ、支援の
さらなる充実を検討します。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

12,811,000円 10,735,448円 83.8%

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）相談受付窓口の運営
　　　ひきこもりに関する相談受付窓口での新規相談受付　９件（令和４年度：15件）
（２）ひきこもり支援体制の整備
　　　千代田区ひきこもりに係る支援協議会　３回開催
　 　【支援実績（延べ数）】

（３）講演会の開催
　

（４）生活状況に関するアンケート調査
　　　生活実態を把握し、今後の支援策の充実に役立てること等を目的に、区民歯科健
　  診の案内に調査表を同封しアンケート調査を実施しました（回答数:335件）。

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

アンケート調査の結果、ひきこもり当事者やその家族などにおいて区窓口の認知度が
低いことから、様々な手段で広報していく必要があります。

令和６年度は、相談受付窓口での受付業務や専門事業者による相談支援等を引き続き
実施するほか、令和５年度のアンケート調査の結果を踏まえ、周知の強化としてチラシ
の全戸配布とインターネットを活用したリスティング広告を行います。また、関係者間
の連携強化のための地域向け勉強会や区関係部署及び支援団体を対象とした研修を実施
します。

令和７年度も、相談受付業務や支援業務委託等を継続し、当事者やその家族を支援し
ていきます。

所管課
保健福祉部　福祉総務課
（福祉政策担当課長）

決算参考書 170頁 R5予算の概要

令和５年度 令和４年度 令和３年度
（３月１日～31日）

電話相談 18回 30回 １回

来所相談 104回 52回 ４回

訪問相談 ４回 ３回 ０回

居場所の提供 14回 ー ー

就労・社会参加支援 10回 ー ー

開催日 内容 参加者

令和５年８月19日 ひきこもり家族のライフプラン～親亡き後の子の生活を考える～ 25名
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28 地域福祉計画の推進【新規】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。
（関連する主な分野別計画：千代田区地域福祉計画2022）

事
業
概
要

内容

区は、令和４年７月に「千代田区地域福祉計画2022」を策定しました。計画
では、制度の狭間の課題や複合的な課題を抱えている方々が、どこに相談した
としてもまるごと受け止める「包括的相談支援体制（断らない相談窓口）」の
整備を重点的な取組みに位置づけています。こうした体制の整備には、関係機
関の連携が欠かせないため、令和４年度は福祉の各窓口に配置されたコーディ
ネーターの連絡会を実施し、各分野の課題や情報の共有、コーディネーターの
活動をより充実させるための検討を行っています。

令和５年度は、引き続き連絡会を実施するとともに、各コーディネーターが
把握している地域資源の情報を「（仮称）地域資源マップ」としてまとめ、活
動の基盤づくりと連携の強化を図ります。さらに、全世代を対象とした相談に
対応するとともに、地域の困りごとへの対応を支援するため、地域資源を組み
合わせて支援の内容や体制を調整するコミュニティソーシャルワーカー（ＣＳ
Ｗ）の配置に向けた検討を進めます。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

3,329,000円 2,970,000円 89.2%

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）千代田区まちカルテの作成
　　　出張所地区ごとの地域の基本情報、地域資源の状況等を
    まとめた「千代田区まちカルテ」を作成し、区ホームペー
    ジで周知しました。
（２）コーディネーターの連携強化
　　①コーディネーター連絡会の実施
　　　保健福祉の各分野に配置されたコーディネーターの情報
    共有の場として、連絡会を１回実施しました。
　　②研修の実施
　　　コーディネーター等の連携を推進し、包括的な支援体制
    の整備に向けた地域づくりについて協働して取り組むため、
　　「地域づくり実践研修」を社会福祉協議会と共同で実施し、
　　区、社会福祉協議会及び関係機関の職員50名が参加しました。

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

包括的支援体制の整備に向け、関係部署・関係機関を含めた連携体制をより一層充実
させる必要があります。

令和６年度は、ＣＳＷを社会福祉協議会アキバ分室（万世橋出張所内）にモデルケー
スとして配置し、複合的な課題を抱える方を受け止め、必要な支援につなげる取組みを
実施します。あわせて、コーディネーターや相談員同士の連携強化を図るため、コー
ディネーター連絡会を引き続き実施します。

令和７年度は、引き続きＣＳＷの配置等による包括的支援体制の整備を図るととも
に、実施状況を踏まえながら体制の充実に向けて検討を行います。

所管課 保健福祉部　福祉総務課 決算参考書 170頁 R5予算の概要

▲千代田区まちカルテ
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執行率

87.8%

32.2%

-

物価高騰による家計への影響が特に大きい低所得世帯等に対し臨時の給付金
を支給します。
【対象者／支給額】
（１）住民税非課税世帯／１世帯あたり10万円（先行給付金３万円、追加給付
  金７万円）
（２）住民税均等割のみ課税世帯／１世帯あたり10万円（先行給付金３万円、
　追加給付金７万円）
（３）（１）（２）に該当する世帯で、かつ18歳以下の児童を扶養している世
　帯／児童１人あたり５万円

533,500,000円

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）住民税非課税世帯

（２）住民税均等割のみ課税世帯

（３）こども加算

※事務費については、令和６年度も事業を継続することに伴い、支払いの一部を令和６
年度に繰り越したため、執行率が低くなりました。

29 千代田区低所得世帯に対する価格高騰特別支援給付金【補正予算】

事
業
概
要

内容

468,270,000円

（２）事務費 30,641,000円 9,858,716円

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。

事
業
費

予算現額 決算額

（１）給付金

所管課 保健福祉部　生活支援課 決算参考書 172頁 R5予算の概要

本事業は、時限事業のため、住民税非課税世帯及び住民税均等割のみ課税世帯への給
付金の支給は令和５年度で完了しました。
　令和６年度も引き続き、こども加算給付金支給事業の適正な実施に努めていきます。

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

先行給付金 追加給付金 計

支給件数（１世帯あたり支給額） 486件（３万円） 528件（７万円） 1,014件

支給額 14,580千円 36,960千円 51,540千円

先行給付金 追加給付金 計

支給件数（１世帯あたり支給額） 3,600件（３万円） 4,059件（７万円） 7,659件

支給額 108,000千円 284,130千円 392,130千円

支給世帯数 子ども数 支給額

329世帯 492人 24,600千円
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事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）設置実績

※設置世帯数が想定を下回ったため、執行率が低くなりました。
（２）普及啓発
　　　特殊詐欺の危険性について、広報紙等を活用して積極的に周知するとともに、区
　　内警察署と連携して普及啓発や高齢者への設置勧奨を実施しました。

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

事業開始時からの傾向として、「私は詐欺にはだまされない」「自分に限っては大丈
夫」という意識から、特殊詐欺被害の予防策は必要ないと対策を講じない高齢者への支
援が課題です。

令和７年度は、令和６年度に引き続き、各機関との連携及び周知の拡充を図りながら
設置促進に努め、特殊詐欺被害の防止に向けた取組みを進めます。

所管課 保健福祉部　在宅支援課 決算参考書 174頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

区は、特殊詐欺被害防止対策として、65歳以上の高齢者が属する世帯に自動
通話録音機を無料で設置し、安全と安心の確保を図っています。機器の設置
後、１年間は機器のメーカー保証によって無償で交換・修理の対応を行ってい
ますが、機器の性能上、３年から４年程度で不具合等が生じやすく、交換・修
理が必要となる事案が発生しています。

令和５年度は、引き続き自動通話録音機の新規設置を無料で実施するととも
に、機器が故障した場合に区民負担１割での再設置を新たに実施し、特殊詐欺
被害の未然防止に向けた取組みをさらに強化します。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

11,950,000円 3,411,170円 28.5%

30 自動通話録音機の設置促進【拡充】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。

令和５年度 令和４年度 令和３年度

新規 28世帯 59世帯 23世帯

再設置 ８世帯 ー ー

新規 19世帯 18世帯 32世帯

再設置 ８世帯 ー ー

63世帯 77世帯 55世帯

麹町地区

神田地区

合計
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事
業
実
績

○令和５年度実績
障害者基本法に基づく障害者計画として、区の障害福祉施策についての基本的な方向

性を示すと同時に、障害者総合支援法に基づく障害福祉計画及び児童福祉法に基づく障
害児福祉計画を一体とした、千代田区障害福祉プランを策定しました。
（１）障害者支援協議会・各種部会の開催
　　　医療関係者・社会福祉団体代表者・障害者福祉団体代表者・就労支援関係者・学
　　識経験者・事業者などで構成される「障害者支援協議会」や各種部会（相談支援部
　　会・計画部会・差別解消支援部会）において、千代田区障害福祉プラン（案）作成
　　に向けて、現状把握や課題整理を行いました。
（２）パブリックコメントの実施
　　　令和５年12月20日～令和６年１月10日で実施（意見者数：２名、意見：９件）

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

　本事業は、プランを策定したため、令和５年度で完了しました。
今後は、プランを効果的・効率的に推進していくため、福祉・保健医療分野を中心に

全庁的な協力体制を確保しつつ、区民・事業者等との連携・協働のもと、取組みを推進
していきます。

所管課 保健福祉部　障害者福祉課 決算参考書 184頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

区は、障害者基本法に基づく障害者計画として、本区の障害福祉施策につい
ての基本的な方向性を示すとともに、障害者総合支援法に基づく障害福祉計画
として、障害福祉サービス等の具体的な目標を示しており、いずれも令和５年
度に計画の改定年度を迎えます。

令和５年度は、アンケート調査等の分析や千代田区障害者支援協議会での検
討を踏まえ、障害者計画及び障害福祉計画を改定します。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

5,361,000円 5,308,600円 99.0%

31 障害者・障害福祉計画の改定【新規】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。
（関連する主な分野別計画：千代田区障害福祉プラン）
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執行率

100.0%

99.4%

93.0%
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32 （仮称）神田錦町三丁目施設の整備【新規】

お互いに支えあい、誰ひとり取り残されることがなく、自分らしく、自立した生活を送るこ
とができています。

区民が安心して健やかに日常生活を送れるよう、社会状況の変化を踏まえた効果的な福祉
サービスを提供するとともに、サービス基盤の整備を計画的に進める。
（関連する主な分野別計画：千代田区高齢者福祉計画・第８期千代田区介護保険事業計画／
千代田区障害福祉プラン）

事
業
概
要

内容

区は、障害等のある方や要介護高齢者などの増加を見据え、旧千代田保健所
敷地において、障害者支援施設、高齢者施設及び地域交流機能を有する施設の
整備を進めています。令和５年度は、区として初となる、既存施設の解体から
新施設の設計・建設、運営までを一体的に担うＤＢＯ方式による事業者を選定
し、既存施設の解体工事及び新施設の設計に着手します。
※事業費は、高齢介護課、障害者福祉課の合計です。

事
業
費

予算現額 決算額

（１）解体工事 190,000,000円 190,000,000円

（２）基本・実施設計 48,180,000円 47,900,000円

（３）事務費 16,148,000円 15,017,216円

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）事業内容
　　①ＤＢＯ事業者の選定及び契約締結
　　　令和５年７月に募集要項等を公表し、12月にプロポーザル方式により、既存施設
    の解体から新施設の設計・建設、運営までを一体的に担うＤＢＯ事業者を選定し、
    選定した事業者と事業に係る基本協定・契約等を締結しました。
　　②解体工事及び新施設の設計着手
　　　令和６年３月に既存施設の解体工事及び新施設の設計に着手しました。
（２）施設の概要（予定）
　　①整備地・敷地面積：神田錦町三丁目10番地 695.1㎡
　　　高さ：地上８階建て　31.69ｍ（塔屋含む）
　　　延床面積：3,818.26㎡　構造：ＲＣ造（免震）
　　②主な機能
　　　障害者支援施設：日中サービス支援型共同生活援助、短期入所、移動支援、就労
　　                  継続支援Ｂ型、障害者よろず相談、障害者就労支援センター
　　　高齢者施設：認知症対応型共同生活介護、看護小規模多機能型居宅介護、訪問看
　　              護ステーション
　　　共用施設：地域交流機能、福祉避難所、防災備蓄倉庫
　

実
績
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　当該施設は、区が初めてＤＢＯ方式で整備する複合施設です。地域に根付いた施設と
するため、計画内容等について丁寧に説明を行い、高齢者及び障害者支援施設の運営事
業者・ＤＢＯ事業者と協議しながら、令和８年度の開設をめざして施設を整備します。

令和６年度は、ＤＢＯ事業者と協議し、既存施設の解体工事及び新施設の設計を進め
ます。

令和７年度は、令和６年度に引き続き、既存施設の解体工事及び新施設の設計を進め
るとともに、周辺地域等に配慮しながら新施設の建設に着手します。

所管課 保健福祉部　高齢介護課、障害者福祉課 決算参考書 186頁 R5予算の概要
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33 出産・子育て支援【拡充】

多様なライフスタイルやライフステージに応じ、安心して子育てができています。

妊娠・出産から子育てまで継続した支援を行い、子育てに関する不安が少なく、次世代を担
う子どもたちが健やかに成長できるまちをめざす。
（関連する主な分野別計画：千代田区子ども・子育て支援事業計画）

事
業
概
要

内容

国は、より安心して出産・子育てができるように、妊婦・低年齢児の親への
伴走型相談支援と経済的支援を一体的に実施することを決定しました。

そこで令和５年度は、出産・育児等の見通しを立てるための面談等の伴走型
相談支援の充実を図るとともに、妊娠届出時や出生届出後に区の保健師等と面
談を行った妊産婦等に対し経済的支援を実施します。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

187,897,000円 120,608,210円 64.2%

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）出産応援ギフト
　　　令和５年４月１日以降に妊娠の届出をし、ままぱぱ面談を実施した妊婦に対し、
    １回の妊娠につき５万円相当の「出産応援ギフト」を支給しました。
（２）子育て応援ギフト
　　　令和５年４月１日以降に出産し、乳児家庭訪問を受けた子どもの養育者に対し、
    子ども１人につき10万円相当の「子育て応援ギフト」を支給しました。
（３）出産応援ギフト・子育て応援ギフトの経過措置対応
　　　令和４年度中に出生の届出をした経過措置対象者に対し、各５万円相当の「出産
    応援ギフト」及び「子育て応援ギフト」を支給しました。
（４）妊娠８か月頃のアンケート
　　　妊娠８か月を迎える妊婦へのアンケートを新たに開始し、保健師等専門職による
    面談等のフォローにつなげました（対象者数：603人、回答者数：444人）。
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伴走型相談支援と経済的支援の一体的実施により、ままぱぱ面談や乳児家庭訪問の実
施率は大きく向上しましたが、妊娠・出産から子育て期にわたる切れ目ない支援の充実
のため、相談支援体制をより強化していく必要があります。

令和６年度は、２歳児を養育する家庭を対象に、子育てに関する情報提供及び１万円
相当の家事・育児パッケージ（デジタルギフト）の支給に加え、アンケートにより家庭
状況の把握を行うことで、行政が関わる機会が少ない時期の子育て家庭のニーズ等を把
握し、必要な支援につなぎます。

令和７年度は、令和６年度に引き続き、国や東京都の動向を見据えながら、伴走型相
談支援と経済的支援の一体的実施を推進するとともに、関係機関との情報共有や連携を
強化し、安心して子どもを産み育てられる環境の整備に取り組んでいきます。

所管課 保健福祉部　保健サービス課 決算参考書 188頁 R5予算の概要

■各ギフトの支給実績

区　分
出産応援
ギフト

子育て応援
ギフト

令和５年度対象者分 717件 415件

経過措置対象者分
(令和４年度対象者分)

530件 544件

※いずれも令和６年３月31日までに支給が完了した件

数です。

■ままぱぱ面談、乳児家庭訪問実績
令和４年度

対象者数 実施数 実施率 実施率

ままぱぱ面談 638人 672人※ 105.3% 80.3%

乳児家庭訪問 572人 552人 96.5% 80.4%

※転入等により対象者数（妊娠届出数）を上回っていま

す。

令和５年度
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事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）防災メニューの公募及び応募件数
　　　公募期間：令和５年５月５日～６月30日
      応募件数：65件
（２）一次、二次選考
　　　期　　間：令和５年７月～９月
　　　審査方法：書類及び実食
（３）表彰式・試食会の実施
　　　時　　期：令和５年11月８日
　　　会　　場：東京家政学院大学ローズホール
（４）レシピ集の発行
　　　上位10メニュー及び災害時の栄養管理に役立つ
　　情報をまとめたレシピ集を作成し、区施設での配
　　布や区ホームページ等で広く周知しました。
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レシピ集を広く周知することで、区民の防災意識の高揚等に寄与することができまし
た。一方で、１人でも多くの区民が平時から災害時の栄養管理を考える機会を創出する
ために、引き続き本事業の成果を広く周知していくことが重要です。

令和６年度は、区民健診の案内にレシピ集を同封するとともに、自宅で再現できるよ
う、受賞メニューの調理動画の作成及び食材セットを区イベントで配布するなど広く周
知していきます。

令和７年度は引き続き、災害時にも栄養バランスの良い食事がとれるよう、レシピ集
を活用した普及啓発等を実施していきます。

所管課 保健福祉部　保健サービス課 決算参考書 190頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

区は、災害への日頃の備えとして３日分の食品を常備しておくよう呼びかけ
を行っています。使用できる食品が限られる災害時においても栄養の偏りがな
いようにするため、平時から栄養バランスを考慮したレシピを準備しておき、
いざという時のために備えておくことが重要です。

令和５年度は、「災害時の栄養管理」をテーマに、区内大学と連携した防災
メニューグランプリを開催し、災害時に活用可能かつ味・栄養面に優れたメ
ニューを募集するとともに、特に優れたメニューへの表彰及び試食会を実施
し、災害時においても必要な栄養素の効果的な摂取方法の考案と周知に取り組
みます。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

1,906,000円 1,244,883円 65.3%

34 栄養・食育事業【拡充】

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

区民がいきいきと健康で生活し続けられるよう、心身の健康づくりを支援する。
（関連する主な分野別計画：第二次健康千代田21）

▲グランプリ受賞メニュー
（混ぜて簡単！鶏缶チキンライス＆ポテチ

と乾燥野菜のサラダ＆フルーツみつ豆）
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内容

20歳から39歳までのがん患者は、介護保険制度が利用できず、小児慢性特定
疾病医療費助成制度の対象にならないなど、制度の「谷間」世代となっていま
す。また、20歳未満のがん患者も居宅サービスについては制度上支援を受ける
ことができません。今後、こうした若年がん患者が、住み慣れた自宅等で安心
して療養生活が送れるよう、支援体制を整備していく必要があります。

令和５年度は、若年の末期がん患者に対し、療養生活を送るうえで必要とな
る介護サービス利用料、福祉用具購入費、ケアマネジャーによるケアプランの
作成費等を区独自に助成（補助率：９／10、10／10）します。

0.4%

決算額 執行率

2,809,000円

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）助成実績
　

※申請実績がなかったため、執行率が低くなりました。
（２）事業周知
　　　普及啓発用のチラシを作成し、がん診療連携拠点病院や地域がん診療連携拠点病
　　院など近隣の医療機関、介護サービス事業所に周知を行いました。

所管課 保健福祉部　健康推進課 決算参考書 190頁 R5予算の概要

若年の末期がん患者の数は少ないと見込まれることから、引き続き本事業の周知を行
い、対象者等へ確実に情報を届けていくことが重要です。

令和６年度は、医療機関や介護サービス事業所に申請書等をあらかじめ送付し、対象
者が速やかに利用できる体制を整えます。

令和７年度は、引き続き事業の周知を行い、若年のがん患者が住み慣れた自宅で安心
して生活できるよう支援を図ります。
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35 若年がん患者在宅療養支援【新規】

12,100円

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

事
業
費

予算現額

区民がいきいきと健康で生活し続けられるよう、心身の健康づくりを支援する。
（関連する主な分野別計画：第二次健康千代田21）

事
業
概
要

区分 助成対象額 助成割合 申請件数

①主治医の意見書作成 5,000円 全額（5,000円） ０件

②ケアプランの作成
　（居宅介護支援）

15,000円
※初回のみ20,000円

全額
（15,000円※初回のみ20,000円）

０件

③居宅サービスの利用

④福祉用具の貸与

⑤福祉用具の購入（備品） 年額100,000円 ９割（90,000円） ０件

⑥福祉用具の購入（消耗品） 年額30,000円 ９割（27,000円） ０件

月額60,000円 ９割（54,000円） ０件
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事
業
実
績

○令和５年度実績
ＨＰＶワクチンについて、令和４年度の積極的勧奨再開から引き続き、定期接種と

キャッチアップ接種の周知を実施しました。標準的な定期接種年齢である中学校１年生
と、新たにキャッチアップ接種の対象となる女性に予診票を送付し、広報紙やＳＮＳ等
で積極的勧奨を実施しました。また、令和４年10月４日以降に自己負担で９価ワクチン
を接種した方に対して、接種費用の一部償還払いを実施し、保護者の経済的負担軽減を
図りました（実績：10件）。
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ＨＰＶワクチンは、子宮頸がんを予防するうえで効果的な方法であり、免疫がしっか
りと構築される若いうちに接種することが重要です。

令和６年度は、ＨＰＶワクチンのキャッチアップ接種の最終年度であり、未接種者に
対する勧奨ハガキ送付やＳＮＳ、Ｗｅｂアプリ等による周知を図ります。また、感染症
やがんの予防の観点から、男性を対象として承認されている４価ワクチンの接種費用を
全額助成します。

令和７年度も引き続き、Ｗｅｂアプリや広報を活用して積極的な勧奨を行い、接種率
向上をめざします。

所管課 保健福祉部　健康推進課 決算参考書 192頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

区は、定期予防接種として、ヒブ感染症、小児用肺炎球菌、ＢＣＧ、日本脳
炎、ＭＲ（麻しん風しん）、四種混合、二種混合、水痘（水ぼうそう）、ヒト
パピローマウイルス感染症（ＨＰＶ）、Ｂ型肝炎、ロタウイルスの各種ワクチ
ンの予防接種を実施しています。

令和５年度は、ＨＰＶワクチンの予防接種対象について、既存の２価及び４
価ワクチンに加え、より多くのウイルスの型に対応した９価ワクチンを定期予
防接種の対象とし、全額公費での接種が可能になります。

また、区の独自対応として、現行のキャッチアップ接種※分を継続しつつ、
国が９価ワクチンの定期接種化を決定した令和４年10月４日以降に自己負担で
９価ワクチンを接種した方に対して、接種費用の一部償還払いを実施します。
※キャッチアップ接種：積極的勧奨の差控えによりＨＰＶワクチン接種を逃し
た方を対象に接種機会を確保する制度

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

343,523,000円 282,571,775円 82.3%

36 子どもの予防接種【拡充】

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

区民等の生命と健康を守るために、感染症や食中毒等を予防するとともに、コロナ禍の教訓
を踏まえ、健康危機に対し、迅速かつ適切に対応するための体制を整備する。
（関連する主な分野別計画：第二次健康千代田21／千代田区新型インフルエンザ等対策行動
計画）

令和４年度 令和３年度

対象人員 接種者数 接種率 接種率 接種率

１回 491人 181.8％ 86.2％ 85.3％

２回 366人 135.5％ 94.0％ 65.5％

３回 280人 103.7％ 97.5％ 31.3％

※対象人員は、標準的な接種年齢（中学校１年生）の令和５年４月１日時点の人口です。
※キャッチアップ接種数を含みます。

270人

令和５年度

ＨＰＶ

種別
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事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）高齢者の予防接種

　

（２）風しん抗体検査及び予防接種

（３）帯状疱疹任意予防接種

実
績
を
踏
ま
え
た
評
価
・
課
題

令
和
６
年
度
の
取
組
状
況

令
和
７
年
度
予
算
へ
の
対
応

帯状疱疹任意予防接種は多くの申請があり、区民の健康増進と経済的負担の軽減に寄
与することができました。一方で、風しんの追加的対策は、国の目標値である対象年代
の男性の抗体保有率90％に向け、さらなる受診率の向上に向けた取組みが必要です。

令和６年度は風しんの追加的対策（第５期定期予防接種）の最終年度となるため、広
報紙やＳＮＳ等を活用して勧奨するなどし、受診率向上を図ります。

また、新型コロナウイルス感染症が予防接種法のＢ類疾病に位置付けられ、秋冬に高
齢者等を対象とした定期接種を実施することから、高齢者インフルエンザ定期予防接種
の予診票と併せて予診票を発送し、同時接種可能とすることで個人の重症化予防を図り
ます。

令和７年度も引き続き、適切な時期に予診票を発送し、広報紙やＳＮＳ等を活用して
接種勧奨することで接種率を高め、重症化予防を図ります。

所管課 保健福祉部　健康推進課 決算参考書 192頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

区は、インフルエンザ予防接種、肺炎球菌予防接種及び風しん予防接種の各
種ワクチンの定期又は任意予防接種を実施しています。

令和５年度は、80歳までに３人に１人が罹患するといわれ、病状が悪化する
と「帯状疱疹後神経痛」になるおそれがある「帯状疱疹」の任意予防接種を
50歳以上の方を対象に開始し、接種費用の一部を助成します（補助額：生ワク
チンは4,500円、不活化ワクチンは１回11,000円で２回接種）。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

108,890,000円 104,304,919円 95.8%

37 大人の予防接種【拡充】

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

区民等の生命と健康を守るために、感染症や食中毒等を予防するとともに、コロナ禍の教訓
を踏まえ、健康危機に対し、迅速かつ適切に対応するための体制を整備する。
（関連する主な分野別計画：第二次健康千代田21／千代田区新型インフルエンザ等対策行動
計画）

種別 対象人員 接種者数 接種率

インフルエンザ 11,695人 7,001人 59.8%

肺炎球菌（定期） 1,254人 511人 40.7%

肺炎球菌（任意） ― 255人 ―

種別 接種者数 接種回数

生ワクチン 104人 104件

不活化ワクチン 1,890人 3,459件

種別 検査者数 接種者数

風しん追加的対策（定期） 64人 15人

大人の風しん（任意） 196人 132人
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38 区民歯科健診【拡充】

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

区民がいきいきと健康で生活し続けられるよう、心身の健康づくりを支援する。
（関連する主な分野別計画：第二次健康千代田21）

事
業
概
要

内容

歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態に問題がある高齢者や、口腔機能の低下
のおそれがある高齢者をスクリーニングし、詳しい検査や治療等につなげるこ
とで、口腔機能の維持・向上、全身疾患の予防等を実現する必要があります。

また、歯と口の健康づくりのさらなる推進に向け、健診の今後の実施方法及
び実施内容について検討を進める必要があります。

令和５年度は、これまで19歳以上の全区民を対象に行ってきた歯科健診に加
え、新たにフレイル予防を目的とした高齢者歯科健診を65歳以上の区民を対象
に実施します。また、デジタル化の一環として、区内歯科大学等と連携した健
診結果のデータ分析や歯科健診のペーパーレス化といった新しい区民歯科健診
のあり方について検討を行います。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

60,724,000円 52,445,654円 86.4%

事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）区民歯科健診
      高齢者歯科健診として、65歳以上の方
　　にはフレイル予防の観点から、嚥下、舌
　　・口唇機能の評価を追加実施しました。
（２）区民歯科健診結果のデータ分析・提言
 　　 区内歯科大学等（東京歯科大学、日本
　　歯科大学、日本大学歯学部）にてデータ
　　分析を行い、現在歯数などの口内環境が
　　都内全体と比較して良い状態であること
　　がわかりました。また、データ分析を踏
　　まえ、全身の健康と口の健康の関係につ
　　いての啓発や歯科健診データ分析の迅速
　　化に向けて健診データの電子化など、今
　　後の取り組む方向性に関する提言がなされました。
（３）千代田区区民歯科健診のあり方検討委員会の開催（２回）
　　  区、区内歯科大学等、区内３歯科医師会で構成される「区民歯科健診のあり方検
　　討委員会」を開催し、区民歯科健診の実施方法及び実施内容について検討を進め、
　　歯科健診のペーパーレス化の実証実験をすることで合意しました。

実
績
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　区民歯科健診のデータ分析により今後の取組みの方向性が明確になりました。
令和６年度は、データ分析の結果に基づき、全身の健康と口の健康の関係についての

普及啓発等を行います。また、デジタル化を推進することで区民と歯科医療機関の利便
性が向上し、受診率増加とかかりつけ歯科医を持つ人のさらなる増加が期待されること
から、問診・記録票のペーパーレス化実証実験を実施します。

令和７年度も引き続き受診勧奨を行い、区内歯科医師会と協力して、健診の目標であ
る「歯の喪失を防ぎ、生涯自分の歯で食べる楽しみを味わうこと」をめざします。

所管課 保健福祉部　健康推進課 決算参考書 194頁 R5予算の概要

対象者数 受診者数 受診率

19～64歳 45,877人 3,933人 8.6%

65歳以上 11,374人 1,789人 15.7%

千代田区 東京都

75～84歳 22.0本 18.6本

85歳以上 16.4本 13.7本

年齢階級別一人平
均現在歯数の状況

※都データ：令和４年東京の歯科保健
　　　　　　－東京都歯科保健医療関係資料集－

※区データ：令和３年度千代田区区民歯科健康診
　　　　　　査結果
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事
業
実
績

○令和５年度実績
（１）全域生息実態調査
　　　区内100地点に喫食調査ボックスを設置し、餌の喫食量から生息状況を推測しま
　　した。調査は夏季と冬季の２回に実施し、生息分布や季節変化を調査しました。
（２）重点対策事業
　　　苦情が多く寄せられた３地域（鍛冶町二丁目町会地域、神田末廣町会、神田神保
　　町一丁目・二丁目）において、調査結果を基に効果的な対策を検討し、駆除も含め
　　た対策を講じました。
（３）即時対応事業
　　　ねずみの被害が比較的狭い地域に限定される２事案（昌平幼稚園園庭周囲、九段
    さくら館）に対し、重点対策事業に準じて実施しました。
（４）個別対応事業
　　　相談内容に応じて、必要な薬剤の無償配布及びねずみ対策の助言と、必要に応じ
　　た現場調査（36件）を行いました。
（５）公民連携推進制度によるねずみ対策への支援
　　　事業者が実施する地域でのごみ出しルールの策定やねずみ忌避剤入りのごみ袋の
　　使用等によるねずみ対策への支援を目的に、一般社団法人東京クリーンリサイクル
　　協会と協定を締結しました。
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　ねずみを減らすためには、区民や飲食店事業者等が連携して防鼠対策をしていくこと
が不可欠であるとともに、効果的な対策手法を検討し、長期間継続して実践する必要が
あります。

令和６年度は、令和５年度の対策結果を踏まえて、全域生息実態調査に区内の夜間の
ごみの排出状況についての調査を新たに実施するとともに、地域ごとのねずみ生息状況
をより詳細に把握し、地域の状況に応じた有効な対策を検討していきます。また、重点
対策事業、即時対応事業、個別対応事業は、対策後の駆除効果が継続するよう、事前学
習会も含めた取組み等を実施していきます。

令和７年度は、令和６年度に引き続き、衛生的な環境の確保を図るため、区民及び事
業者と協力しながら、出張所や清掃事務所など関係部署と情報共有し、効果的なねずみ
対策を推進していきます。

所管課 保健福祉部　生活衛生課 決算参考書 194頁 R5予算の概要

事
業
概
要

内容

近年、区では、ねずみに関する地域からの相談や情報提供が増加傾向にあ
り、公衆衛生の悪化が懸念されているため、ねずみ対策を包括的かつ継続的に
行う必要があります。そこで令和５年度は、区内全域の生息調査を実施すると
ともに、これまでに相談や苦情等が多い地区及び生息数の多い地区を指定して
重点的に対策を行います。また、相談や情報提供があった場合は、その都度即
時対応を実施し、対象範囲や被害規模が重度・広範囲に及び地域全体での対応
が必要と判断される場合は、地域を拡大して重点的な対策を行います。

事
業
費

予算現額 決算額 執行率

17,545,000円 14,328,919円 81.7%

39 ねずみ・衛生害虫駆除【拡充】

衛生的な環境のもと、いきいきと健康に暮らしています。

区民等の生命と健康を守るために、感染症や食中毒等を予防するとともに、コロナ禍の教訓
を踏まえ、健康危機に対し、迅速かつ適切に対応するための体制を整備する。


